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五
月
の
臨
時
市
議
会
は
去
る
五
月
八

日
か
ら
十
五
日
ま
で
、

市
役
所
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場
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(
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一
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ど
原
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ど
お
り
可
決
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て
十
四
日
ま
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、
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一
白
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進
国
家
三
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よ
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マ
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、
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一
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刊
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お
以
近
水
稲
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松
前
技
術
の
進
歩
に
一

一
回
以
を
六
凡
七
日
(
日
)
ま
で
ひ
ら
き
一
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山

市

川

唯
一
恥
叩
一

口

と
も
な
っ
て
市
内
各
地
に
優
秀
な
成
紘

一

一
ま
す
。
愛
好
者
の
ご
来
倒
を
お
待
ち
い

一

佐

川

発
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一

数

日
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亡
例
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予

を
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め
ら
れ
る
も
の
引
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し
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こ
と
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口
者
，
諮
問
ト
次
谷
村
稔

一

一
参
加
者
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
成
果

一

収
量
と
技
術
に
つ
き
表
彰
候
補
者
を
一

今
年
は
前
年
か
ら
実
施
し
た
と
お
り

一

一

一
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J
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L
R
公

開

録

音

…

を
お
さ
め
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
継

一

推
せ
ん
す
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。

一

二
部
に
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で
釘
一
部
は
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中
生
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査
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推
せ
ん
に
も
一

U
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作

魚
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予
一

一
加
す
る
方
は
政
協
を
通
じ
て
申
込
ん
で

一

と
ず
き
次
の
と
お
り
表
彰
す
る
。

一す
る
に
と
ま
ら
ず
技
術
的
に
解
明
し
て

一

魚

津

答

組

合
で
は
今
ま
で

の
脈

・

定
し
て
お
り
ま
し
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が
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一
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し
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菓
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(木
)

I

I
i

。
立

同

一
耕
作
法
で
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と
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受
つ
け
て
お
り
ま
す
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と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

件
を
確
認
し
て
収
量
と
技
術
審
査
に

一

住
宅
金
融
公
庫
で
は
次
の
三
種
類
の
一
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を
要
す
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に
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す
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特
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あ
た
る
。

一住
宅
建
設
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
が
一

l
特
別
貸
付
の
対
象
と
な
る
者
日
土
地

一

建
築
課
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

一

ロ
、
建
築
面
積
は
原
則
と
し
て
約
九

悶
成
熱
前
に
検
査
ま
た
は
粒
数
計
算
に

一
そ
の
申
込
取
扱
要
領
は
次
の
と
お
り
と
一
区
岡
幣
理
事
業
等
実
施
の
た
め
移
転

一
O
増
築
資
金
の
貸
付

一

一
平
方
米
(
三

O
坪
)
、
防
火
建

よ
り
予
備
審
査
を
行
う
。

一
な
っ
て
い
ま
す
。

一

を

必

要

と

す
る
者
で
次
の
各
号
の
す

一
し
貸
付
の
条
件
H
融
資
対
象
面
積
は
約

一

銭
帯
内
で
は
約
五
四
平
方
米
(
一

ω予
備
審
査
に
合
格
し
た
も
の
に
つ
い

一
O
土
地
区
画
整
理
等
に
よ
っ
て
立
ち
の

一
べ
て
の
条
件
を
備
え
る
者
に
限
る
。

一

六
平
方
米
(
二
坪
)
以
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、
約
一
五
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、
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岬
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以
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で
あ
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こ
と
。
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施
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平
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。
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・
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。
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か

つ
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的
に
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進
し
て
、

住
民
の
福
祉
と
新
市
町
村
の
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全
な
発

展
を
図
る
目
的
を
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っ

て
昭
和
三
十
一
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六
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に
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町
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建
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促
進
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が
制
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も
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。

こ
の
法
律
に
も
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づ
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に
千
田
源
次
郎
氏
、
副
議
長
に
川
岸
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。
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受
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させ光 5施 ら 和 本 度
むる道£中な三計か
乞た路'トでり 十画ら
6めの 上す、六と昭
でに新 γ 。現年、京l

ナ 国 設よ 在度昭四
の もよ1 こに 和 十

。 は次放国堤
ー旧 奥次 の 置庫防昭
一工平の 個さ補並和
万事沢と所れ助び二
四 11 地おがて認に 十
千延 内り 完 い承 橋 七
円長の。成まの 梁年

八牛 を し 関 等 災
O首 見た係が 害
米 川 ま が か 欠 で
、堤 し 、ら潰・片

工 防 たこ現し良
費切 。の 在 、地
は所 内たま一区
二復 訳び で 部の

あ
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
地
方
自
治
体
と
し

て
の
市
勢
限
進
の
根
本
は
、
市
民
の
総

親
和
の
上
に
初
め
て
結
実
す
る
も
の
と

私
は
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
不
肖
私

は
こ
の
重
責
に
あ
り
ま
す
問
、
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
誠
心
誠
意
市

の
興
隆
に
精
進
致
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す

何
と
ぞ
市
民
の
皆
様
に
は
従
来
に
倍
し

て
ご
指
導
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す。

簡
単
で
あ
り
ま
す
が
紙
上
を
通
じ
て

一
言
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

副
議
長

川

岸

久

平

不
尚
私
が
今
般
前

副
議
長
奥
村
順
平
氏

本
市
の
観
光
景
勝
地
、
大
谷
と
坪
野

北
山
を
結
ぶ
矧
光
横
断
道
路
は
、
新
市

川
村
建
設
引
回
事
業
の

一
つ
と
し
て
工

半
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
う
ち
昨
年
度
は
延
長
三

三
八

・
四
米
、
巾
員
五

・
五
米
の
道
路

を
二
一

O
余
万
円
で
と
り
か
か
り
、
こ

の
ほ
ど
完
成
を
見
ま
し
た
。

将
来
こ

の
観
光
道
路
が
完
成
し
ま
す

と
、
市
街
|
北
山

l
坪
野
|
大
谷
|
市

街
を
結
ぶ
循
環
観
光
道
路
と
な
り
、
ま

た
道
路
の
沿
線
お
よ
そ
二
百
五
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
わ
た
る
山
林
資
源
の
開
発
を

北
山

Ld

の
あ
と
を
承
け
て
副
議
長
に
選
ば
れ
ま

し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
ま
こ
と
に

光
栄
に
存
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

素
よ
り
浅
智
短
才
そ
の
器
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様
の
燃
ゆ
る
が
如

き
愛
市
の
念
と
ご
協
力
を
得
て
、
本
市

に
お
け
る
山
積
し
た
問
題
に
取
組
み
、

新
議
長
に
協
力
し、

も
っ

て
魚
津
市
民

全
体
の
稿
利
の
増
進
、
生
活
の
安
定
に

意
を
用
い
、
こ
れ
が
解
決
に
微
力
を
捧

げ
た
い
と
岡
山
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
は
今
後
共

一

層
ご
指
導
ご
鞭
捷
の
程
お
願
い
致
し
ま

し
て
挨
拶
に
代
え
る
次
第

で
あ
り
ま

す
。

× 

× 

× 

× 

。
三
ケ
地
内
の
市
道
南
叉
線
橋
梁
復
旧

工
事

構
造
は
ピ
l

エ
ス
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋

橋
の
長
さ
は
三
O
米、

巾
三
米
で
、

ほ
か
に
取
付
道
路
延
長
二
O
三

米

(

巾
員
三
、
六
米
)
こ
の
工
費
は
約
四

八
四
万
八
千
円

句
ベ
A

。
三
ケ
地
内
市
道
南
叉
線
橋
梁
復
旧
工

甘
件
「、

.0--
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
T
型
桁

橋
、
僑
の
長
さ
一
七
米
、

巾
三
米
、

ほ
か
に
取
付
道
路
八
四
米

(
巾
員
三

米
〉
工
費
一
六
八
万
円

.. ・，-， 
a、、、

(写真上はできあがったP.Sコンクリ ート橋
と下は牛首川堤防〉
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し
て 宮 す市 警聞の会高
と山 口民告を団」知!
り県 運を守休が県
あで ill)]発ら 等 結の
げも とすな が成中
て 新 し るい主さ村

運生 てな 場催 れ 市で生時 る空なう 習り れ 結た 励 """"""""""，'" 
動活 進ど合 し、 で す 活聞こ費者に慣ま::(局さ行ま
を運 めしはた集は。 運 の と し だ な が す く そ れ し じ ズ じ例 ーく
進動 らて、 場会「 動励に てけり当。るの十てめななさ時れど

れ積 会合 な 時 の行な 馬 が 、り /レよ人 5空に ま い え問迄こ
てー て 悔 の で どを 第 こ り 鹿 時 ま前 l う も す し 時 活とあやえ の
おつ い的名もで守 一 そま を問 じの ズ におるく間 態 いり二金地
りと まなで 時他 る 歩新す見をめよな な くと待を皮うま時元方

でこ す問完に
いて 前集 ん よ で あ な ま 生 と 。の さき行
も 宮 に 合 などうあたいす きは こ お 是 つ
の 山 行 、 でう 。るつよがておんく 京て
で 時く 約 話 し かてう余い 互 なれ乞も
す 問 よ束 題た を時 でりるい 状 は官 0

0 を うなにら も閉 すよと が態当ぷ 0
なにどと 時 うが。いいそを然手時
くし のり 問 ーい「成うの 不でも問
すま時あが 度か時績こ よ合あ集 と
るし問げ守 考にのがとう理る 会 い
よよはてれ え大記あでに ととなう
うう 必 詰 る て切念がす 1レもいど「
に O ず しか みな日つ o 1感うもお
しそ 五 合を まも 」 て "，，，，，，，，，，，，，，，，，，，'"
た し 分 い み し の に い

報広

日

・
・
・
今
月
の
市
税
・
・
・

.

一山

市

民

税

小

一八

第

一

期

分

V

一

当
市
に
ア

メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ

ト
リ
が
発一

柿
、
イ
チ
ヂ
ク
、
プ

ラ
タ
ナ

ス、

桑
等

一一

納

期

六

月

三

十

日

一

函

れ

弘

知

日

け

れ

制

約

γ
一一
一
バ
ヲ
く
発
生
し
ま
ず
か
ら
ご
注
意
下
さ

一一…

笑

顔

で

納

近

、“一
一
げ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
発
生
分
布
の
一

ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
の
幼
虫
が
発

一ヘ

ー

ハ

一特
異
性
か
ら
し
て
調
否
や
防
除
も
実
施
一
生
す
る
の
は
第

一
回
は
六
月
中
旬
か
ら

一~

明

る

い

市

政

竺
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
帯
も
あ
り
、
な

一
七
月
中
旬
で

、

第

二

回

は

八

月

中

旬

か

(

接

一位
日
)

一
引

い

一
お
残
存
し
て
箆
延
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま

一
ら
九
月
中
旬
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
回

二
回

一

一

す
の
で
、
市
で
付
完
全
撲
滅
を
は
か
る
一
今
年
発
生
が
予
想
さ
れ
特
に
注

意

を

天

神

叩
日

げ

日

小

学
校

一

「
泥

か

ぶ

ら

」

上

演

一
た
め
限
除
を
行
し
ま
ず
か
ら

一
層
の
ご

一要
す
る
地
域
と
し
て
は
、

友
道
、
目
方

住

吉

什
日

目

目

。

一

六
月
十
七
日
に
村
木
小
で

一協
力
を
お
願
い
し
ま
ず
。

一
町、

馬
出
町
、
文
化
町
、
本
新
、
新

地

経

田

口

日

目

日

グ

一

一

O
昨
咋
発
生
L
Y
友
道
、
馬
出
町
、
回

一及
び
漁
港
周
辺
等
で、

一
応
警
戒
を
安
上
中
島
市
田

辺

目

。

一

魚
津
公
民
館
、
市
連
青
が
主
催
で
新

一方
町

文
化
町
新
抗
、
本
新
及
び
漁
一

す
る
地
域
は
、
住
吉
保

育

関

附

近

、

大

村

木

日

日

幻

日

一

、

¥

-

一港
附
近
は
、
特
に
厳
重
に
注
意
し
、
小

一町
小
学
校
附
近
と
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら

西

布

施

。

。

。

一
制
作
座
の
「
泥
か
ぶ
ら
」
主
ノ
月
イ
七

一枝
、
諜
等
に
く
も
の
巣
こ
呂
ま
℃
た
中
一
こ

の
方
面
の
方
は
気
を
つ
け
て
、

ニ
こ

大

町

。

。

目

。

一
回水
曜
日
、
午
後
二
時
半
と
七
時
か
ら

一
に
若
令
幼
虫
が
い
ま
す
い
じ
分
制
し
な

一
き
た
い
も
の
で
す
。

L
7
7

松

倉

グ

引

け

日

グ

一
の
二
回
、
村
木
小
学
校
講
堂
で
上
演
さ

一
い
う
ち
に
切
取
り
焼
却
し
、
成
虫
は
捕

一

発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
市
役
所
長
林
諌
上
野

方

げ

日

夕

目

。

一

一

殺
し
て
下
さ
い
。

一

日

積

同

日

お

日

hv

一
れ
ま
す
。

一

一
へ
連
絡
願
い

ま

す

。

力

一

一

と
く
に
サ
ク
ラ

、
ヤ
ナ
ギ
、
ポ
プ
ラ

一

白

倉

。

目

。

日

グ

一

t
t
i
i
》

}
i
j
t
t
{
3
!
s
;
i〈
t
j
f
J
4
j
t
i
t
i
-
-
}守
け
け
北
吋
弐
げ
パ
リ
件
、リ
リ
リ
ゴ
:
・・

木

江

m
m
H

M
加

。

一

軍

曝

電

電

蝿

富

輔

副

咽

羽

酒

田

沼

場

噌

遇

面

一…

国
税
庁
で
は
、
六
月
一
日
か
ら

~
治

下

μ
ー

グ

。

一

酬

は

胃

白

梅

m
h
w
揺
白
隠
凶
明
・

v…
一
山
内
町
内
晶
一
一
回

一ザ
十
ー
ま
で
を
開
庁
十
周
年
記
念
行

山
片

-b-2
9日
。

一

岡

町

間

関

前

協

同

制

陣

駅

出

山

民

骸

広

岡

一…
忠

一
環
と
し
て

「
納
税
者
の
声

~of
l今
後

長

か
ら
三
時
ま
で

一

B
B
U
S
S
E
S
-
2
a
n
a
z
h
E
'
B
E
E
E
E
E
1
E
s
t
-S
Ei
l
z
t
p

一ν
を
聞
く
旬
間
」
と
定
め
て
全
国
統

…

|
|
|
l
o
l
l
i
-
-
-
-
-

一

t
六

月

十

一

日

か

ら

運

動

は

じ

ま

る

j

一…

一
的
に
突
施
づ
ま
す
が
r

魚
津
税

ハ

・

筑

幼

児

の

検

診

・

一
え

立

当

日

技

法

一

。

持

F佐
官

れ

い
一一
州

市
中

期

間

一

一

一

一

…

o
M訪
日

刊

年

1
月
1
日
以
後

一
位

迫

性

羽

市

川

町

付

ド

一

o
u
u氏
五

日

吉

川

米

以

上

と

一

一

四
時
)
魚
津
商
工
会
議
所

イ

バ

い

門

£
い
う
ち
に
急
に
暖
く
な
り
、
土
壌
細

一
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
い
た
し
ま
し

一

出

5
Z内誌

で

納

税

者

の

声

高

く

一

三

李

総

選

擁

護

菌
活
動
が
活
発
化
し
酸
素
不
足
と
な
り

一手
を
歩
く
場
合
は
右
側
を
ふ
断
一
反
し
な
い
よ

iuて
京

]

一…

旬

間

」

魚
津
税
務
署

ご

乙

ぎ

議

機

欝

騒

い
わ
ゆ
る
活
着
生
理
の
不
良
、
ア
カ
ネ

一

は
真
す
ぐ
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一

I

l

l

i

-

-

1

1

1

!

可

。
税
;

情

)

相
談
H
六
月

一
日

…
互

主

議

機

鱗

麟

ツ
続
い
て
ヒ
ツ
コ
ミ
、
イ
モ
チ
等
に
追

一
O
自
動
車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
た
絶
対
一

引

揚

者

給

付

金

国

債

の

す

|

れ

十
日
、
魚
津
税
務
署

…
ニ

よ

李

総
長

籍

議

懇

-
い
こ
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
o

こ
れ

一

に
通
り
抜
け
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
一

買

上

;

呆

貸

す

一…

01の
納
税
者
宅
訪
問

主

淘

一

言

語

翻

警

い
る
も
の
や
漁
船
に
つ
い
て
海
か
ら
移
一
ら

E
t
-
-
i一

し
よ
う
。

一

l
f
f
ィ

一v

六
九
一
一
日
|
六

月

九

日

二

九
百
主

義

援

護

懇

話
市日
目
立
一
問
目
立
川
生
。駐北
E
U時

抗
げ
は
ゲ
吋
仇

石

町

吋

山

川
一
一
吋
畑
山
戸
川
叫
ん

7
d史
料
沼
沼
法
忠

実
議

協
腕
臨

も
う

一
つ
の
被
告
は
酸
頃
込
山
川
一
き
で
す
。
一

時
干
せ
て
闘
く
な
っ
て
も

一

oE
2唱の
左
端
を

一
升
に
一

と
し
て
資

含

貸

付

け
て
お
り
ま
し
た

一一

泊

目

日

配

布
H
六
一
…一一
喜

以

叫

麟

轍

鴎

く
る
ア
カ
ネ
ツ
現
象
で
す

;

一

除
草
機
で
一
番
、
二
番
と
と
ら
れ
る
か

一

通
り
ま
し
ょ
う

一が
、
更
に

L新
し
く
政
府
で
は
国
債

τ

£
お
税
金
の
こ
と
で
不
審
な
点
J

一弘

之

μ

節
約
融
制
職
扱
溢
臨

草

地
作
業
が
短
期
間
に
で
き
る
よ
う
一
ら
障
害
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
o

一
0
自
動
車
は
交
叉
点
、
曲
り
角
は
徐
行
一
を
予
算
の
枠
内
で
次
の
要
領
で
買
上
げ
一
~
が
あ
り
ま
し
た
ら

遠

慮

な

く

主

主

1
3
3
醸
関
脇凶

に
な
っ
た
の
で
、
水
田
状
態
に
落
着
か
一

!
jL

h
片
付
け
ド
j
j

一

位

転

計

訂

以

M
ド

ヨ

者一
γ

税
務
署
ヘ
ぉ
伺
ム口

t
下
i
い

0

2…ヨ
一五

騒

欄

翻

霞

阻

nry
》

14F》
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431《
J
》

14t》
kdH31ddpも
《

t
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3
4
4
tf33
、t
id
y
t
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14t》
i
t
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l
t
r
t
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一

一

一

白

}

随
幽
間
協
議
趨
組
関
硲
麺
掴
圃
圃

E

・E
・-

電

K
客

士

事

業

を

閣

は

準

し

よ

う

(
(
町
一

氏
に
j

い
℃
器
準
備
の
調
査
が
行
わ
一
世
間
耐
格
者

の
順

序

一

ハ、

母

子

家

庭

で

い

一一一一一

1は
幻
け
け
1
1

8
J
Lは
=

一

ケ

所

に

{

験

回

一れ
れ
主

軒

町

民

い
あ
り
、
こ
一
ィ
話

連

都

よ
る
生
活
扶
助

一

=

伝

説
貸
付
を
必
要
と
認
一

祭
記

説

話

担

問

い
訪
朝
日
芸
能
川
崎
君
主
同
盟
国
出
品
目
;
一二

γ

忠
告
訴
す
空
襲
品
川

水
田

(
一
日
の
減
水
深
三
セ

ン
チ
以
上
一

ろ
の
被
害
を
受
け
、
こ
の
地
方
の
農
燥
地
謀
、
県
政唯
一m
試
験
別
、
最
新
改
町取
引

一

ロ、

国
債
額
面
金
額
の
九
割
内
、
但
一
ベ

、
み
な
さ
ん
の
財
布
め
あ
て
に
一

と

じ

れ

γ
諮
問
時
を
一
引
い
お
り
一

の
主
川
ぷ
碕
…
町
一
一
位
尚
一
訪
問

一及
事
務
所
等
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
ま
し

一

/

し

紅
盟

口

四

円

山

内

一

品
口
川
河
川
、

υ川
口

咋

一家…
イ
ン

チ

瀧

り

ま
一

町

一

辺

自

龍

一
昨

日

開

嬰

明

日

間

一説

思

議

を

受

け

て

い
る

一

日

間

駐

車

山

…

部
分
的
に
は
実
行
さ
れ
て
、
い
ち
じ
る

一行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

川

一

も
の

一く
さ
ん
入
り
こ
み
、
昨
年
は
十
五
件
も

し
い
努
果
も
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

一試
験
回
と
な
っ

た
の
は
、
仏
田
飛
地

(

試

一

ロ、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が

一被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ

し
か
し
こ
の
事
業
は
多
額
の
経
費
を

一担
当
者
リ
大
崎
秋
吉
〉

、
持
光
寺

(
グ

は

一

特
に
生
活
に
悶
窮
し
て
い
る
も
の
一れ
ら
の
被
害
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意

要
し
ま
す
の
で
、
広
範
四
に
及
ぼ
す
こ

一岩
崎
利
一
)
、

横
枕

(
。
沢
田
哲
夫
〉

ハ、
ー

そ
の
他
特
に
買
上
げ
を
必
要
と
一
で
防
げ
ま
す
。

と
が
難
事
で
あ
り
ま
ず
か
ら
最
も
安
価

一
で
、
引
続
き
客
入
母
土
の
量
、
質
、
採

認

め

ら

れ

る

も

の

一

O
ズ
ボ
ン

三
着
で
千
円
、

ナ
イ
ロ
ン
靴

で
し
か
も
広
く
恩
恵
を
受
け
や
す
い
流

一土
地
、
か
ん
が
い
の
範
囲
、
そ
の
他
色

閣
買
上
げ
価
格

一
下
三
足
で
百
円
と
い
っ
た
イ
ン

チ
キ

水
に
よ
る
客
土
が
、
切
に
要
ω目
さ
れ
て

一
々
の
調
査
が
始
め
ら
れ
施
行
の
万
全

を

国

債

額

而

金

額

一
品
に
は
手
を
だ
さ
な
い
。

お
り
ま
し
た
。

一期
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

但
し
償
還
期
日
の
到
来
し
た
賦
札
一

O
ク
ジ

付
の
万
年
筆
売
り
は
、
イ
ン
チ

幸
い
に
早
月
川
水
系
は
県
営
事
業
と
一

当
地
区
の
こ
の
事
業
も

い

よ

い

よ

軌

の

分

を

控

除
し

た

額

一

キ

、
ト
バ

ク
だ
か
ら
注
意
す
る
。

し
ゃ
炉
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
一道
に
乗
っ

た
形
に
な
り
ま
し
た
が
、

県

一
世
帯
五
万
円

以

内

一

。

ズ
ボ
ン
の
後
ろ
ポ
ケ
ッ
ト
や
、
頃
物

当
市
と
し
て
は
最
も
浅
耕
土
地
帯
の
多

一
下
で
も
こ
の
よ
う
な
地
方
が
相
当
お
り

な
お
国
債
買
上
げ
に
つ
い
て
は
買
上
一

袋

に
財
布
を
入
れ
な
い
。
久
リ
カ
一

い
片
貝
川
水
系
が
取
り
残
さ
れ
、
遺
憾

一
ま

す

の

で

、

こ

の

先

き

に

は

難

娘

が

あ

申

込

書
の
ほ
か
に
買
上
げ
を
必
要
と
一

番

よ
ろ
こ
ぶ
。

に
思
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
回

一
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
促
進
に
協
力
さ
れ

す
る
旨
の
社
会
福
祉
事
務
所
長
の
証
一
O
問
先
に
鉱
を
か
け
ず
に
自
転
車
を
放

こ
の
要
望
が
叶
え
ら
れ
、
木
年
度
か
ら

一
ん
こ
と
を
望
み
ま
す

。

明

書
を
添
付
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
っ
て
お
く
と
盗
ま
れ
ま
す
o

自
転
車

-

E

A
W川

ヤ
十
十
ι

νけ

A
W
刊}
品

γ

¥
rrL
Y
e
¥¥
恥

誠一
峨

転
倒
川
予
台、
測
り

遅
刻
賞
受
賞
式

(時
の
記
念
日
六
月
十
日
)

「
・:
:
:
:
よ
っ
て、

毎
日
こ
れ
を

つ
け
て
出
動
す
ベ
し」

市

今
年
も
農
家
の
努
力
で
豊
作
に

ー

適

期

を

と

ら

え

た

病

害

虫

防

除

l

生
産
安
定
の
要
件
で
あ
る
早
橘
き、

早
植
え
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
上
は

肥
料
に
無
理
を
せ
ず
根
腐
れ
防
止
に
田

干
を
し
、
適
期
を
と
ら
え
た
病
害
虫
防

除
に
努
め
ら
れ
れ
ば
豊
作
は
期
し
て
ま

つ
べ
き
で
し
ょ
う。

11-
田
植
え
が
早
か
っ
た
だ
け
に
、
田
植

倉
山
一

え
の
疲
れ
を
な
お
す
ひ
ま
も
な
く
、
回

一
の
草
を
と
っ

て
い
た
だ
く
こ

と
で
す
が

一病
虫
告
は
た
え
ず
す
す
ん
で
い
ま
す
。

一

ま
ず
二
化
照
虫
の
発
生
最
椛
期
は
五

7
一
月
末
頃
と
い
わ
れ
る
か
ら
産
卵
l
帰
化

パ

一l
l
喰
入
と
約
二
週
間
を
要
し、

六
月
十

-ブ

一
二
、
三
日
頃
が
第

一
回
目
の
一

斉
防
除

日

一期
に
な
る
計
算
で
す
。
た
だ
し
こ
れ
は

1
一現
地
の
実
態
に
即
し
て
や
ら
な
け
れ
ば

月

一
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
年
植
え
、
晩

6
一植
え
が
あ
っ
て
、
早
い
方
は
前
代
防
除

ド

一
か
ら
相
当
日
数
が
経
っ
て
い
て
、
更
に

j
J
一
一
斉
防
除
ま
で
日
数
が
あ
り
ま
す
か
ら

ド
一

B
H
C
を
撒
い
て
幼
虫
の
移
動
を
ね
ら

拍

一う
べ
き
で
す
。
築
制
部
に
喰
入
り
サ
ヤ

ド

一
枯
れ
し
た
も
の
に
は
喰
入
幼
虫
を
パ
ヲ

同

一
チ
オ
ン
剤
で
駆
除
し
ま
す
。
ま
た
こ
の

一問
、
黒
祢
象
の
防
除
を
兼
ね
て
行
う
必

げ〆一

要
の
あ
る
地
区
は、

そ
の
発
生
状
況
と

民

一
に
ら
み
合
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
筋
の
指

同
一

示
に
よ
っ
て
や
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

第

一
こ
の
パ
ラ
チ
オ
ン
で
イ
ナ
ゴ
、
ツ

マ
グ
ロ

(

で

ウ
ン
カ
も
駆
除
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

ぅ
。
な
お
畦
一畔
に
ひ
そ
ん
で
繁
殖
し
て

津

(写真はホ ースで客土の土取作業〉

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
撲
滅
に
協
力
を

・・・

発

見

し

た

ら

校

を

切

り

焼

却

し

ま

し

ょ

う

・
.

疾
病
や
事
故
に
よ
る
身
体
障
害
の

発
生
の
予
防
と
身
体
に
障
害
の
あ

る
者
の
早
期
発
見
治
療
等
に

つ
い

て
そ
の
関
心
を
高
め
、
共
に
身
体

に
障
害
の
あ
る
者
に
対
す
る
援
護

思
想
を
普
及
す
る
目
的
で
更
生
相

談
と
義
肢
製
作
修
理
が
行
わ
れ
ま

す
。

と
く
に
幼
児
童
で
未
だ
診
査
を
受

け
て
い
な
い
方
、
診
査
を
受
け
て

身

体

障

害

者

更

生

相

談

と

補
装
具
の
製
作
修
理

い
て

も
で
き
る
だ
け
当
日
再
受

診
を
さ
れ
る
よ
う
の
ぞ
ん
で
い
ま

す
。

義
肢
の
交
付
修
理
の
ほ
か
当
日
は

別
に
補
聴
器
も
併
せ
て
修
理
が
あ

り
ま
す
。

期
日
日
六
月
十
九
日

時
間
H
午
前
九
時
半
よ
り

午
後
三
時
ま
で

場
所
日
村
木
小
学
校

内
容
日
診
査
更
生
相
談
、
補
聴

器
修
理
、
義
版
製
作
修

理

(注
)
流
水
客
土
と
云
う
名
称
は
通
称

で

「汲
泥
か
ん
が
い
」
と
云
う
の
が

本
名
で
す
。

ハ
市
農
林
謀
、
事
業
促
進
同
盟
会
)

。
日

本

脳

炎

予

防

注

射

。

。
該
当
者
日
市
民
全
員
、
特
に
幼
児
は

一
人
で
も
多
く
受
け
て
下
さ
い
。

。
注
射
代
金
日
初
回
免
疫

(
生
後
受
け

た
こ
と
の
な
い
者
)
一

人
に
つ
き
一

00円
、
追
加
免
疫

ヘ昨
年
受
け
た

者
)

一
人
に

つ
き
五

O
円

〈〉
日

程

(
校
下
)

(
場
所
一)

。 大村 本道経住松天片加問上上(
時 ギli野中 J交
問 IUT木 江下回 吉倉有1I貝積施方島下
は υ

午 七 六
後rJ fJ"， 
一 二二二 日
時 三十十十十十十十 時
か七 二一十九五三八七五一十五)
ら日日 日日 日日 日日日 日日日 日

三魚~I '" 
時。津工1.公小下出 ク小 。ググ出場
ま保Ul民 学 中 張 学 日長所
で健援館校J詰所校 所)

所所 グ

イ寸

寄

五

O
、
0
0
0円

田
方
町

大
島
志
ん

(
社
会
福
祉
援
護
金
へ
)

一O
、
0
0
0円

新
上
猟
師
町

石

崎
平
吉

(亡
父
死
去
に
よ
る
香
志
)

一
、
0
0
0円

義
国

友

道

林

(
社
会
福
祉
援
護
金
へ
)

五

O
O
円住

吉
町
広
世
間
茶
広

(
拾
得
に
よ
る
社
会
福
祉
授
護
金
へ

)

一一

O
O円

・

匿

名

(
母
子
世
帯
(
児
童
)
救
援
金
と
し
て
)

に
は
必
ず
鍵
を
か
け
る
こ
と
。

。
ち
漢
は
暗
い
と
こ
ろ
に
待
ち
伏
せ
て

い
ま
す
。
ご
婦
人
は
連
れ
を
つ
く
っ

て
明
る
い
道
を
選
ぶ
こ
と
。

。
迷
子
が
た
く
さ
ん
で
ま
す
。
お
子
さ

ん
連
れ
の
お
母
さ
ん
は
、
所
と
名
前

を
書
い
た
名
札
を
お
子
さ
ん
に
つ
け

て
下
さ
い
。

。
人
は
右
、
車
は
左
の
対
面
交
通
を
よ

く
守
る
こ

と、

人
ご
み
の
な
か
へ

自

転
車
を
乗
り
入
れ
ぬ
こ
と
。

。
陥
広
の
方
は
万
引
や
売
上
金
を
盗
ま

れ
な
い
よ
う
、
庖
番
を
厳
重
に
す
る

こ
と
。

。
不
良
に
た
か
ら
れ
た
り
、

被
害
に
か

か
っ
た
ら
す
と
瞥
察
官
詰
所
か
、

一

一
O
番
へ
届
け
て
下
さ
い
。

。
品
も
の
を
貿
う
と
き
は
、

値
段
表
を
-

よ
く
見
て
買
っ

て
下
さ
い
。

値
段
表

一

に
イ
ン
チ
キ
が
あ
り
ま
す
。

一

つ
ま
ら
ぬ
欲
は、

損
の
も
と
で
す
。

一

@

@

@

@

-

神
明
社
祭
礼
交
通
制
限

一

六
月
五
日
、
六
日
の
両
日
は
、
神
明

一

社
祭
礼
の
た
め
、
次
の
と
お
り
自
動
車

一

の
通
行
を
禁
止
し
ま
す
。

一

O
禁

止

区

間

一

的
其
成
寺
町
通
り

(
金
問
タ
ク
シ

ー一

前
か
ら
神
明
橋
ま
で
)

一

例
神
明
町
及
び
金
屋
町
通
り
〈
神
明

一

橋
か
ら
中
央
劇
場
前
ま
で
)

一

付
文
化
町
通
り

(
大
久
保
衣
料
庖
横

一

か
ら
中
央
通
り
出
口
ま
で
)

一

〈

〉

禁

止

時

間

一

両
日
と
も
に
午
前
九
時
か
ら
午
後

一

十
時
ま
で

一

。

迂

回

路

一

魚
津
市
内
通
過
の
自
動
車
は
、
漁

圃

港
通
り
を
迂
回
し
て
下
さ
い
。

(
魚
津
警
山
知
署
〉


